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平成 25年度検定済新英語教科書の口語表現の

オーセンティシティ検証と 5つの緊急提言

小林敏彦

要旨

本稿は、新指導要領の下で執筆され平成 25年度 (2013)現在使用されてい

る、中学 1年、 2年、 3年生および高校 1年生用の英語の文科省検定済新英

語教科書 25冊に記載された対話文や散文の中で使用されている発話が現実

の世界の口頭のコミュニケーションの場で使用されている英語と比較して、

どの程度類似または議離しているかを、語葉、統語、談話のレベルで検証じ

たものである。分析ツールとして、小林が 2008年に考案し、その後 2013年

に改良を加えて完成した口語英文法類型フレームワークを活用し、合計 50あ

る類型項目のいずれかに該当する英文を抽出、分類した結果、 50項目中 24の

口語英文法類型のみが特定され、教科書聞の差異も大きいことが明らかに

なった。また、検証の結果を踏まえてよりオーセンティックな語葉、構文、

談話の要素を含め、学習者にオーセンティックな口語の英語表現を習う機会

を確保するために、これまで教科書での記載例が皆無か一部に限定されてい

た項目の中から今後教科書に記載されるべき後置、左方転位などの口語英文

法類型 20項目を厳選し;概説し、さらに教科書の適正化のために 5つの緊急提

言を行う o

1 .英語教科書の検証

文部科学省の検定済の小中高の教科書は、改訂される度に実証実験や論評

などを通してさまざまな評価を受けてきた経緯がある。あらゆる科目の中で、
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日本史や世界史の歴史、特に近代史が政治的要素も絡みマスコミで大きく取

り上げられてきた経緯があり、社会の関心も非常に高い。英語に関しては、

学校の英語教育の効果に関して「中高 6年間英語を学んだにも拘わらず」と

いう枕詞が常に添えられ、総じて否定的な評価を受けてきているが、検定済

教科書そのものに対する批判は世間一般には開かれることが少ない。それは、

最近の中高の英語の教科書を教員やその他の教育関係者、生徒や一部の父母

を除いて見たことがある人は少ないためであろう。近年の英語の教科書が昭

和期のものと比較すると、サイズが大型化し、表紙やページの構成やデザイ

ンも美しく、タスクも工夫されて豊かな内容になっていることがあまり知ら

れていない。教科書の実証研究も研究者や現場の教員に共有されても、メディ

アでの注目度が低く、世間一般には知られていない。

日本の社会の中で頻繁に聞かれる英語教育への批判は、教科書を狙い撃ち

したものではなく、英語が話せない日本人が多いことへの批判の受け皿とし

て、漠然と学校の英語教育が受験を強く意識し、入学試験の形態に沿った読

み書き中心の授業や教員の質などの英語教育システム全般への漠然とした批

判である。数学ができなくても学校のせいにする人は少ないが、英語が話せ

ないのを学校のせいにする人は多い。これは、英語が学校教育だけで習得さ

れるものであると誤解されているからに他ならない。また、日本で英語が話

せなくても何不自由なく暮らせ、外国の情報や知識も日本語に即時翻訳され、

外国人との接触する機会も都市部を除いてごく限られているという社会的要

因は考慮されず、ひたすら英語教育界が批判の的になってきた。

しかし、日本国内での英語使用の社会的事情や英語と日本語の言語的相違

の大きさなど英語学習を困難にする諸要因を盾にして英語教育者は責任を回

避してばかりもいられない。あらゆる要因の中で、学校での英語教育がもっ

とも大きな影響力を持ち、その中心として国家が太鼓判を押した検定済教科

書の質が本来はもっと注目されなければならない。そして、英語教師の資質

がその教科書を活かす。「教科書を教えるのではなく、教科書で教える」は教

員の質が何よりも大切であることを示す常套句であるが、教員の資質を高め
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るより、まず教科書の質を高めるほうがはるかに実に実現可能な方策であろ

フ。

英語の教科書の特徴は、かなり以前より特定されている。教育上の配慮か

ら掲載できる言語データの調整や制限が行われ、実際の英語の特徴とは異な

ることがある程度認識されている。しかし、何がどの程度異なるかについて

は教員聞でも十分共有されていない。日常会話での使用頻度が高く、有用性

があり、教育的にも適正で、オーセンティシティ(真正性)が高い語葉、構

文、談話的特徴の中には、教科書で扱われたことがない項目も少なくない。

外国語教育における authenticityには、表 1にあるようにさまざま定義が与

えられているo

教科書英語の特徴を Porter& Roberts (1981)は、 1)intonation、 2) 

received pronunciation (RP)、 3)enunciation、 4) structural repetition、

5) complete sentence、 6) distinct turn目taking、 7)pace、 8)quantity、

9) attention signals、10)formality、11)limited vocabulary、12)toomuch 

intonation、13)mutilationの13の言語的特徴を挙げているが、 1980年代以

前の英国内で出版された教科書の特徴を記述しているため、今日では該当し

ないものもある。例えば、 5)の教科書で掲載されている英文が主語と述部

表 1 外国語教育における authenticityの定義

1 the degree to which language teaching materials Richards & Schmidt， 
have the qualities of natural speech or writing 1992， p.27 

2 any material which has not been specifically Nunan， 1989， p.54 
produced for the purposes of language teaching 

those which are designed for native speakers: 

3 they are real texts designed not for language Harm巴r，1983， p.146 
students， but for the speakers of the language in 
question 

4 materials which w巴reoriginally directed at a 
Wilkins， 1976， p.79 

native-speaking audience 

a stretch of real language， produced by a real 
5 speaker or writer for a real audience and Morrow， 1977， p.3 

designed to convey a real message of some sort 
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などが揃った形態であるという点に関しては、後述の本研究からも判明した

が、主部の省略(表 8)の例が比較的多く見られた。

2 .新学習指導要領に記載されている英語科目の展開

平成 25年 (2013年) 4月より新しい学習指導要領 (Courseof Study)下

で、中学および高校で新しい英語教科書が使われ始めた。日本を取り巻く国

際状況を踏まえ、日本の未来を託せる若者の育成のため、さまざまな要素が

取り入れられている(中学校と高等学校の新学習指導要領の中で重要なもの

を付録 1と付録2に抜粋記載)。

中学校の英語科目は、英語 1、英語2、英語3と従来と基本的に同じ構成

であるが、平成 21年 (2009年)に公布され平成 25年度から施行された新学

習指導要領の r3指導計画の作成と内容の取扱いJ (p.98)には、「教材は、

聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を

総合的に育成するため、実際の言語の使用場面や言語の働きに十分配慮した

ものを取り上げるものとする」との記述があり、よりオーセンティックな英

語の言語材料を盛り込もうとする意思が伺える。

一方、高校の英語の科目展開には大きな変化が起きた。表2にまとめられ

るように、旧カリキュラムにあったオーラlレコミュニケーション I、オーラ

JレコミュニケーションII、英語 I、英語II、リーディングとライティングは、

新カリキュラムでは、コミュニケーション英語基礎、コミュニケーション英

語 I、コミュニケーション英語II、コミュニケーション英語III、英語表現 I、

英語表現II、英会話に変わった。平成 25年 (2013年)4月入学の高校 1年生

から新課程の科目群が適用となり、学年の進行に合わせて順次新しい教科書

が発刊される。ゆえに、現時点(平成 25年 12月)においては、コミュニケー

ション英語基礎、コミュニケーション英語 I、英語表現 I、英会話の 4科目

の教科書のみが市販され、教室で使われている。

従来の英語 Iと英語IIはリーディングを中心にした内容であったが、コ
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表2 高校英語科目の変更一覧表

Oral Communication 1 
才一ラJレコミニL::'ケーションI

Ora! Communication II 
才一ラJレコミュニケーションH

EnglishI 
英~!I

EnglishII 
英語E

R叩 ding
リーヂィンゲ

Writing 
ライティンゲ

CommunicationEnglish Basic 
コミユエケーシヨン英語基礎

Communication English 1 
2ミュエケーション英語I

CommunIcation English II 
コミュニケーション英語Il(notpublished yet) 

Corrununication English III 
3ミュニケーシヨン英語JlI(not published yet) 

English EJ¥pression 1 
英諸表現I

English EJ¥pression II 
英語表現在(凶tpubI;.shed yet) 

English Conversation 
茶話相誌

ミュニケーションの重要性を強調し、従来のオ←ラルコミュニケーションに

あったりスニングやスピーキングの要素が加味し，r4技能を総合的に育成す

るJ (高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編、 2009、p.4)とされる「コ

ミュニケーション英語、 I、11、lIIJ に変貌した。また、英語の学力が十分

でないと思われる場合に備えて、コミュニケーション英語基礎も設けられて

おり、主に、商業高校や工業高校での使用が見込まれてはいるが、需要が低

いためか、現在のところ三友社の一社からしか出版されていない。「英語表現」

は、学習者が自身の考えを英語で話したり、書いて伝える技能、すなわち、

発信型の英語技能を身に付けることを主眼としつつ、体系的な英文法の学習

を重視した内容となっている。以上の 5科目が高校卒業までの必修科目と

なっているが、より口頭での英語の発信技能の向上を図るために、英会話の

科目が選択科目として設貯られている。
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3 .文科省検定済英語教科書の検証

Porter & Roberts (1981)は英語のリスニング教材に見られる言語的特徴

について以下のように述べている:

N ot only do ELT listening materials normally avoid the frag 

mentation of 1inguistic structures at various levels which charac-

terizes most informal speech， but the speakers in such materials 

also typically express themselves in neat， simple， rather short， 

well formed discrete sentences， rather than in more natural 

sequences of loosely connected clauses ω177) 

英語のリスニング教材は、非公式な発話の特徴である多様なレベル

での言語構造の断片化だけでなく、緩やかに結び付いた、より自然

な語のつながりも避け、適切かっ単純で極めて短く、区切りが明確

な朗読がされている。(筆者訳)

このような英語教材で習った学習者は、実際の英語の使用場面において、

習った通りの特徴を有した英文の発話を他の話者に期待するが、実際は

“practically no one does" (p.178-179) と断じている。そのため、学習者は

断片的ではあるが、自然な発話を聞いても理解できないことが起きる。すな

わち、堅い文章にあるような、主語と述語などのしっかりとした構造の英文

は聞いて理解できるが、一部が省略されたり、会話独自の語句が加えられる

と、お手上げになってしまうのである o Cullen & Kuo (2007)は英国で出版

された英語の教科書を数年間調査し、“commonsyntactic structures pecu-

liar to conversation are either ignored or confined to advanced levels as 

interesting extras" (p.361) (会話特有の統語構造は軽視されているか、また

は上級レベルの教科書に興味深いおまけのように紹介されている程度であ

る)と指摘している。
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日本では、学習指導要領が1947年と 1951年に法的拘束力のない中・高等

学校試案として出され、 1958年に教育課程の基準として法的拘束力を有する

に至った経緯がある。教科書の検定制度が始まる以前の状況について、井出

(2011)は明治初期に英語学習者が教科書として使っていた外国出版の文献の

一部を分析・検討して日本の英語教育の原点を調べ、現在の英語教育の課題

を提示している。

日本の中学校およひ高校の検定済英語教科書を分析した研究は膨大なもの

になるが、タスクや練習問題などの技能習得に関する点に着目した研究や記

載されている英文の語葉、構文談話などの言語的側而に着目した研究、さら

に、異文化コミュニケーションやジェンダ)、掛かれている題材などの非言

語的側面に着目した研究が多い。以下、 2∞0年以降に発表された筆者が入手

できた英語教科書に関する諸研究を内容と発表年代慣に概説し、本研究が教

科書分析の研究の歴史の中でどのような位置付けとなるかを明らかにした

し'0

3-1.中学英語教科書の先行研究

教1斗書に掲載されているタスクに関して、大東 (2003)は、 2002年改訂の

学習指導要領に基づく New Horizon English Course 1、2、3の英文の言語

構造の複雑性ヒタスクの複雑性を調べ、文法シラパスを維持しつつ、機能的

な要素を学習段階に応じて組み込むべきであると述べている。大津 (2012)

は、 2006年度版の中学校の 3学年の検定済英語教科書 6種 18冊を対象に題

材の練育問題を調査、分析、考察し、中学英語教育では、印象に残った単語

や英文に F線を百iかせるような、人それぞれの生き方や価直観が映し出され

る題材の練習問題がもっと重要であると主張している。

異文化理解に関しては、ジェンダーに着目した研究として、石川I(2004) 

は、高校の英語教科書に見る敬称の男女の相違を指摘し、男性には婚姻状態

に関係なく一律Mrを使用するのに対して、女性に対しても Ms.という一律

に使用できる敬称があるにも拘わらず、女性の敬称の使用頻度に著しい偏り
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があり、 Mi田 と Mrsという婚宮町伏態を示す敬称が繰り返し使用されている

点を問題視している。鈴木 (2005)は、特定の中学校の検定済英語教科書一

冊を機能文法の枠組みで調べた結果、女性より男性の登場が多く、節のテー

マ部にも男性が配され、能動釣行為者として女性よりも男性が描かれること

が多いことを指摘し、ジェンダー・バイアスか守存在すると主張している。関

連して、島田 (2006)は、中学校の英語教科書で描かれる男性像に着目し、

中学の英語教育が男子生徒のジェンダー観の形成にどのような影響を与える

のかを検討し、家事・育児参加などに対して男子生徒に問題意識を植え付け、

考えさせ、議論させ、価値観を変えていく引き金になる題材を教科書にもっ

と盛り込むことを提言している。興味深い着眼であるが、その後出版された

教科書が両氏の主張が反映された内容に改善されたかどうかは不明である。

同じく、異文化理解に関して、特定の文化圏が扱われる頻度に着目した研

究がある。金回 (2005)は、主人公、場面設定場所、国名、地名、題材の 4

つの観点から、 1997年に使用が開始された 5穏 15冊と 2002年に使用が開始

された 5種目冊を数量的に分析した結果、米国を題材にしたものが他の地域

と比較すると害拾が大きく、英国のものが減り、日本のものが増えてきてい

ると報告している。事実、近年の英語教科書では日本やアジアを取り上げた

ものの比率が高くなってきている。橘 (2010)は、 2005年度版の中学校の 3

学年の検定済英語教科書6種 18冊にある初対面を設定した対話文において、

日本人の登場人物が自己・他己紹介や呼びかけの際に苗字ではなく、下の名

前を用いる乙とが多い点を指摘し、日本人のアイデンテイティや価値観に影

響を及ぼす大きな問題であると述べている。また、 E羽田 (2012)は、異文化

コミュニケーションの育成に焦点を当て、教科書の執筆者に聞き取り調査を

行い、白らが以前行った教科書の分析との結果と照らし合わせた結果、執筆

者の考えが必ずしも教科書の内容に反映されていない事実を明らかにした。

さらに、執筆者が国際語としての英語の意要性を認識しているにも拘わらず、

英語圏の英語と文化、とりわけ米国が中心に据えられており、現在の英語の

使用域の現実との話離があることを指摘し、その根本にあるものとして以下
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のように述べている:

英語は、アメリカ標準英語をはじめとする英語圏のものがもっとも

美ししまた英語を学ぶ以上は英語圏の文化も学ばなければいけな

いという、いわば明治以来の脱亜入欧的思考が社会一般に!日態依然

としてあり、収益を上げることが必要な出版社も自ずとそうした需

要に答えざるを得ない。 (p.275)

中学校の教科書の文法的側面に関して、田川 (2008)は、英語を苦手とす

る日本人大学生の多くが、主語と定形一般動調の聞に本来不要な定形be動

認を挿入してしまう現象に着目し、その原因を英語の初学時に定形be動詞

を日本語の「は」や「が」に相当する助詞であると誤認している可能性を指

摘した。その解決策として、一般動詞を be動詞に先行して教えることを提言

し、旧課程の中学校の教科書におげる時制の記述について、以下の苦言を呈

している:

現在の中学校の英語教育は、コミュニケーション重視の下に、少な

くとも、教科書を見る限り、話す内容(つまり、名詞や述語といっ

た内容語の提示)ほどには、英語の時制表示の仕組みを生徒たちに

しっかり理解させることに重さを置いているとはいいがたい。

(p.282) 

Wada & Sasaki (2012)は中学校の英語教科書の談話構造、特に修辞的

(rhetorical organization)構造の側面から NewHorizonとNewCrownを

調べた結果、 timeorder、opinionand reasoning、listingがよく使われてい

る構造であることを明らかにした。 Kochi(2013)は日本の中学校の英語教科

書における文法教育の傾向を探るため、接触節(contactclause)が、コミュ

ニケーションを重視するために、関係代名詞を教える前に先行的に出現して

いる教科書があることを例に、大部分の教科書で文法項目の提示順に改変が
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起きていることを指摘している。事実、形式を重視した文法中心シラパスで

は、高校の段階で仮定法の用法として解説されることが多いI'dlike toなど

が、文法的解析をしない定型表現として中学校の英語教科書の対話文に先行

的に以前から記載されている。

牛江 (2013)は、 2009年度版中学校英語教科書SunshineEnglish Cours巴

の文法記述と語葉導入に関して、I'mや You'reなどの動調句短縮が英語の入

門期から一貫して使われている点に疑問を呈し、オーラノレコミュニケーショ

ン偏重の影響として批判している。同様に、山田 (2004)は、会話偏重と文

法指導の軽視を指摘し、「いま、中学の英語教科書は行き詰っているJ(p.149) 

と当時の教科書を批判している。さらに、江利II[(2012)は会話中心の授業

が英語力を低下させると批判している。これらの三氏の批判は、会話指導と

文法指導の聞のバランスを図ることがいかに困難であるかを示している。

3-2.高校英語教科書の先行研究

高校の英語検定済教科書を対象に談話分析を行った研究として、岡野哲他

(2000)が高校用の 20冊のオーラルコミュニケーションAの各レッスンのダ

イアログ部における「依頼」表現に着目し、談話分析・語用論的な視点から、

話し手と聞き手の対人関係の如何、依頼が当事者のどちらのために利益にな

るかの違いが言語表現に及ぽす影響を中心に考察を行った。筆者も関わった

同研究で判明した成果は以下の 3点にまとめられる:

1)話者が自己の利益のために頼む、要請する、命ずる、などという言語機

能の表現が大多数を占め、自己本位の依頼はするが、相手のためになる

ように手を尽くすという態度の表現が少なく、依頼表現全体からみると

一方に偏りがある。

2 )場面の脈絡との関連で考察すると、丁寧さに不適切な表現が含まれる。

3 )対人関係・受益関係のような比較的捉え易い場面の特徴を的確に反映し

た表現形式を、過不足なく適切に用いているとは必ずしも言えない。
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3点目で指摘されているように、過不足なく適切に用いることは、教材と

しての制限から困難に思われがちであるが、 A4サイズでイラストも豊富に

散りばめられた現行の教科書には、工夫次第でまだまだ追記できる余裕はあ

るように思われる。究極的には、現場の教師の説明や補助教材等の配布や独

自のタスクを導入することで、教科書の様々な不備が補足されるはずである。

しかし、同じ教科書で学習しているにも拘わらず、教員の教え方の違いやク

ラスの違いで、学習者が学べる知識や身に付けられる技能に著しい差異が生

じるのは好ましくない。ゆえに、学習者が独習可能なほどの解説を本文中に

記述するか、教科書の出版社が発行する共通の補助教材を配布することが望

ましい。そして、何よりも正確な英語の実態を反映した記述を盛り込むこと

が必要であり、これはすべて教科書の執筆者の資質と判断にかかっていると

言っても過言ではない。

高校の教科書の語棄に着目した研究として、安達&長谷川 (2001)は26冊

の英語 Iの教科書で使用される語棄を調べ、大学の英語授業で使う洋画作品

の選択の尺度としての活用を試みた。杉浦(2002)は、英語 I、英語II、リー

ディングの全教科書の語桑リストを作成し、学習指導要領に指定されている

語素数と新語の設定方法の再検討の必要性を指摘した。中保他(2007)は1980

年代に使用されていた高校の英語教科書 39シリーズ 100冊と 2000年代の教

科書 35シリーズ 95冊の比較分析を行い、相違点を明らかにした。

高校の教科書の英文の内容に着目した研究として、鹿野 (2000) は英語の

教科書での人種差別の扱いの特徴を調べ、米国の過去の人権や差別に関する

出来事がレッスンのテーマとしてよく選ばれていることを指摘した。同様に

鹿野 (2002) は英語教科書での地球環境問題の扱い方を調査し、地球市民教

育の視点、を取り入れることを提言した。

吉野 (2009) は旧学習指導要領が定める「言語の使用場面と働き」に関し

て、英語1のすべての教科書に言語の使用場面の具体的な場面である、1)

個人的なコミュニケーションの場面、 2)グループにおけるコミュニケ)ショ

ンの場面、 3)多くの人を対象としたコミュニケーションの場面、 4)創造
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的なコミュニケーションの場面、のすべてを一律に求めることは困難である

と述べている o

また、今年度(平成 25年度)から施行された新学習指導要領での英語教科

書については、横山 (2012)はコミュニケーション英語 Iの複数の教科書の

特徴や執筆者などの情報を提示している，-英語 1Jが「コミュニケーション

英語 IJに名称が変更され、文法・訳読中心の教授法を批判し、 4技能の総

合的な育成を図り、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度の育成にも資

する題材や内容を選択的に取り上げ、体系立てて扱う J(文部科学省高等学校

学習指導要領解説外国語編・英語編、 2009) という記述に基づいて作成され

クラスルーム英語、母音・子音の発音法、本文の前のリスニング活動、音読

やペアワーク、グループでのスピーチなど工夫が凝らされていると報告して

いる。さらに、全体として読む量が減ったものの、進学校用の一部の教科書

は読む量を増やしているという。

3-3.先行研究のまとめ

以上、今世紀に入ってから発表された文科省検定済中学および高校の英語

教科書に関する研究を概説したが、これらの成果が徐々に学習指導要領の改

訂や教科書の改善へと貢献してきたものと憶測する o 昭和期の検定教科書と

異なり、近年の英語教科書は、サイズも大型化し、イラストやその他の構成

も学習意欲を高める工夫がなされ、文法事項も運用能力を高めるためのタス

クも充実し、英米の大手出版社から出版されている教科書と比べても見かけ

も内容も充実している点は大いに評価すべきである。しかしながら、研究の

視点、が教科書に記載された英文の特定の語索、統語、談話の現出頻度の傾向

など、量的側面は着目されている一方で、それらの質的側面である掲載され

る英文そのもののオーセンティシティに関する研究、すなわち、現実の世界

で今現在使用されているものであるか否かという信濃性を本格的に検証した

先行研究は少ない。

概して教科書に記載される言語表現は、英語であれ、どの外国語であれ、
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手本となるべき教養を疑われることがない無難な表現に限定されるが、何を

基準に教科書に掲載可能か否かを判断しているのか、掲載されている表現が

日常高い頻度で使用されているのか、学習者が使用しでも問題がない高使用

頻度の表現をもれなく掲載しているのか、何か忘れられていたり、無視され

続けている語葉、構文、談話レベルでの口語の特徴はないものかについては、

乙れまで検証が少なかったのではなかろうか。よって、その手始めとして、

新課程の英語教科書に掲載されている口語表現を摘出、分析し、現実の生の

英語との符号性と希離性を検証する必要を切に感じるに至った。

4 .平成 25年度検定済新英語教科書のオーセンティシティ検証

4-1.検証対象

筆者がデータ収集時に入手可能であった文科省の検定済平成 25年度用英

語教科書 7種目冊(中学 3種 12冊、高校4種目冊)に記載されている対話

文、独話文、および散文中にある会話部分の英文を抽出し検証した。教科書

名、科目名、出版社名を表 3 (中学用)と表 4 (高校用)にまとめた。全25

冊の教科書の表紙は付録3に画像を収めた。

4-2.分析法

口語表現の含有の有無の特定のために、筆者が 2008年に考案し、 2013年に

改良を加え完成させた「縮小J '拡張J '変換」の三本柱からなる口語英文法

類型フレームワーク (CEGTypology Framework)を談話分析ツールとし

て使用した(表 5)。口語英文法とは、文語、すなわち書き言葉の文法規則を

体系化した伝統文法に対して、口語、すなわち話し言葉の語葉、構文、談話

のレベルの規則性を体系化したものである。文語と比較すると、口語の特徴

として、先行研究をまとめると、共有性、却興性、双方性、社会性、日常性

の5つの性質を有し、口語英文法は 'lexicogrammaticaland discourse fea-

tures peculiar to casual conversation and writing， i.e. messages transmit-
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表 3 中学校検定済新英語教科書 3種 12冊

教科書 科目 出版社

1 SUNSHINE English Course 1 英語1 関隆堂

2 ONE WORLD English Course 1 英語1 教育出版

3 NEW HORIZON English Course 1 英語 1 東京書籍

4 NEW CROWN English S巴ries1 英語1 三省堂

5 SUNSHINE English Course 2 英語2 関隆堂

6 ONE WORLD English Course 2 英語2 教育出版イ

7 NEW HORIZON English Course 2 英語2 東京書籍

8 NEW CROWN English Series 2 英語2 三省堂

9 SUNSHINE English Course 3 英語3 関隆堂

10 ONE WORLD English Course 3 英語3 教育出版

11 NEW HORIZON English Course 3 英語3 東京書籍

12 NEW CROWN English Series 3 英語3 三省堂

表 4 高校検定済新英語教科書 4穣 13冊

教科書 科目 出版社

1 JOYFUL Communication English Basic コミュニケーション英語1 三友社

2 CROWN English Communication 1 コミュニケーション英語1 三省堂

3 MY羽TA Y English Communication 1 コミュニケーション英語1 三省堂

4 VIST A English Communication 1 コミュニケーション英語1 三省堂

5 POWER ON Communication English 1 コミュニケーション英語1 東京書籍

6 PROMINENCE Communication English 1 コミュニケーション英語1 東京書籍

7 ALL ABOARDS! Communication English 1 コミュニケーション英語1 東京書籍

8 NEW ONE WORLD Communication 1 コミュニケーション英語1 教育出版

9 CROWN English Expression 1 英語表現1 三省堂

10 MY W A Y English Expression 1 英語表現1 三省堂

11 NEW FAVORITE English Expression 1 英語表現1 東尽書籍

12 SELECT English Conversation 英会話 三省堂

13 HELLO THERE! English Conversation 英語会話 東京書籍

ted through either spoken or written medium in spoken mode (カジュア

ルな会話や作文、すなわち口語調で音声または文字によって伝達されるメッ

セージに特有の語索、語法、構文、談話のレベルにおける言語的形態)Jと定
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表 5 口語英文法類型フレームワーク
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口語英文法類型フレームワークは、口語のメッセージを文字で表記じてス

クリプトを作成し、同ーの内容を伝える文語のテクストを基準にして比較す

ると単語数(形態素も含む)が少なくなる「縮小 (REDUCTION)J、多くな

る「拡張 (EXPANSION)J、変化がない「変換 (VARIA TION) Jの三つの

主要要素から成る。さらに、縮小は語句が丸ごと欠落する「省略 (El1ipsis)J 

と隣接する語が繋がって発音されたり、単語内の形態素が落ちる「短縮(Con-

traction) J、拡張は何らかの言語的要素を加えて話者の態度や感情を表現し、

聞き手への親しみや逆に反感を表したり、または丁寧さを高めるために新た

な語句を加える「付加 (Attachment)J と発言の明瞭性 (clarityof meaning) 

と相手の理解度(comprせlension) を高めるための全体を言い換える「言換
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CParaphrasing) J、変換は語句を他の語句と入れ替える「代用 CSubstitution)J 

と語順を変えて強調などの特定の効果を出す「倒置 CReordering)Jにそれぞ

れ下位分類される。以上のように、具体的な文法項目 50がそれぞれの範轄に

収まり、図 5の枠組が完成する。

乙の枠組でまとめられる 50の口語英文法類型項目の中でどれがどの程度

の頻度で教科書に記載されているかを確認することで、それぞれの教科書が

英語話者(母語話者も非母語話者も)の間で使われている口語表現の特徴を

忠実に反映しているかどうか、言い換えれば、どの程度のオーセンティシティ

(真正性)を有しているかを判定するー判断材料になるものと期待される。た

だし、特定の口語表現が適切なコンテクストの中で使用されているかなどの

用法の適性については本研究では調査の対象としていない。

4-3.分析結巣

4-3-1.特定された口語英文法類型例

中高校教科書 7種 25冊で特定された口語英文法類型例は表 6と表?に教

科書、出版社別にまとめた。中でも特記すべき文法項目については表 8に記

載した。

中学の教科書に関して、 1、2、3年生用の教科書がそれぞれ4冊あるが、

口語表現の量的差が著しいことが一見してわかるoいずれの学年においても、

三省堂の NEWCROWNの記載の少なさが目立つ。また、 2、3年生の教科

書に限れば、東京書籍の NEWHORIZONも少ない。いずれの学年でも開隆

堂の SUNSHINEが著しく多く、口語表現を豊富に盛り込んでいる。

高校の教科書に関しては、選択科目である英会話に口語の表現が多く記載

されている。必須科目であるコミュニケーション英語の 8冊の教科書の中で

は、三友社の JOYFULコミュニケーション英語基礎が際立つて記載が多い

のは、現行では唯一の基礎レベルの教科書であり、 4技能のバランス取れた

学習を目指すコミュニケーション英語の中でも発話に重点、が置かれており、

文法事項よりも日常の挨拶などの定型表現を中心に英会話を楽しんで学習す
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表 B 特記すべき口語英文法類型項目例
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ることに主眼を置いているためであろう。

中高の教科書で特定された口語英文法類型に該当する口語表現の中で特

に、今回の新しい教科書で記載が増えたり、初めて登場した項目などを中心

にCEG類型フレームワークの番号の順に配列したのが表8である。以下、そ

れぞれ特記すべき項目の中で主要なものについて分析・解説する。

英文の一部が省略され定型になっている日常会話の中の挨拶や決まり文句

(CEGl/CEG2)である What'sup? / For here or to go? / How come? / 

Good job!などの日常の会話で非常に使用頻度の高い表現を記載している中

学の教科書があることは評価できるが、全般として記載例が少ない印象を受

ける。かつて筆者を含め、渡米したその日に初めて聞く学校の授業では学べ

ない英会話フレーズの代表格であった What'sup?に関しては、旧指導要領

の下では高校の教科書にしか記載がなかったのが、今回は中学校の段階で登

場し、学年は異なるが教育出版の OneWorld以外の 3冊の教科書全部に記載

されている。

返答時の省略 (CEG3) として、いまだに Yes，1 do.やNo，1 am not.など

のように文法構造を明示的に体得させるためか、省略しない形が友人同土の

対話の中にでさえ記載され堅苦しく聞こえる使用例もあるが、全体として

Yes.やNo.だけの短い返答が多い。

Do you / Is there / 1 / It is / That / W ould you like (CEG4)などの主

部の省略が非常に多いことに気づく。同様に、文尾での省略も多く、特に感

嘆文での省略が多い。昭和期の教科書では、 Howbeautiful this flower is! 

の例にあるように長い文が対話文や演習問題として使われることが多かった

が、今回の調査では、より頻度の高い短い表現になっている。また一例だけ

であるが、文中における be動調の省略 (CEG7) も見つかった:You bad 

boys! (三省堂 NEW CROWN English Series 2)ただし、これは定型表現

であるとも考えられる。

円滑な対話に不可欠で使用頻度の高い注意喚起語句 (CEG20)と反応語句

(CEG21)が多数の教科書で記載があったが、 Look.と Huh?以外はそれぞれ
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一冊の教科書にしか記載がない。高使用頻度のフレーズである Guess

what. /一一， h由?(付加詞)/ So what? / N 0 kidding!は記載が皆無である。

いずれも使用頻度が高いだけでなく、教育上教えても何の問題もない無難な

ものである。これでは、日本語の「あのう J ，-えっ?J ，-だから?J ，-まさか!J 

などの日常会話フレーズを外国人に教えるのを避げるに等しい。ただし、エ

コー疑問文の一種である、A:I'm getting married. B: Y ou're getting mar-

ried?やA:What does he want? B: What does he want? (Swan， 2005， p. 

467)のように相手の発言に驚いたり、確認のために相手の発話とほぼ同じ発

話を上昇調で返す例が中学校の教科書でよく目立つた。

談話標識 (CEG22)については、その定義や実例については研究者間でも

見解が分かれるが、比較的広義な定義をする Swan(2005)の談話標識の類型

(付録4)では、口語特有の時間稼ぎの機能を持つ letme see / well / you 

lmowの中で letme see (または、それと同義である let'ssee) とwellの記

載は複数確認 Oetme see記載2例 / let's see 3例 / we1l17例)できた

が、 youknowは皆無であった。また、同様に Swanが明確&詳細表示の機

能を有する語句として分類する 1meanの記載は一例だけであった。

付加詞 (CEG23)については、昭和期には、 isn'titやdon'tyouなど文法

的付加詞の記載しかなかったが、日常会話での使用頻度が非常に高い ， 

right?が複数の教科書に付加疑問文に先行して記載されたのは大きな前進で

ある。

口語語桑 (CEG30)については、 What'sup?や Howcome?は省略された

定型である常時省略にも分類可能であるため、表 8では二重の記載になって

いるが、ここで着目したいのは Hey.の使用である。昭和期では、挨拶のもっ

とカジュアルな言い方は Hello.のみであった。その後、 Hi.が掲載されるよ

うになり、ついに Hey!とWhat'sup?が中学校の教科書でも解禁になったと

言える。将来は、Yo.も男子の聞の挨拶として対話文に記載される日が来るか

も知れない。

口語英文法類型プレームワーク上の分類では、口語語棄とは別個の独立し
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た項目となっている getの多用に関して、 1got it.とYougoit?の記載がそ

れぞれ 1冊の教科書に留まっている。しかも、 Yougot it?は三友社のコミュ

ニケーション英語の基礎にのみ記載され、より限られた学習者にしか学習の

機会が与えられていない。

話題化 (CEG44)は口語特有と言い切れないが、比較的多くの記載が確認

できた。どのような時に話題化が起きるかを学習者にしっかりと理解させ、

口頭での表現力を豊かにすることが大切であるO

最後に一例ず、つで、あるが、後置と並列結合が確認できた。いずれも口頭で

は頻発する形態であり機能的で有用性が高い統語構造であるにも拘わらず、

独立した文法項目として中高の教科書で扱われることはほとんどない。今後

教科書に記載されるべき項目として、詳細を後述する。

4-3-2.記載例が皆無であった口語英文法類型例

7種 25冊の教科書のいずれにも記載例が皆無であった口語英文法項目が

26項目確認された(表 9)。これらはいずれも大学入学後さらに社会人になっ

てからも学習する機会があるかは不明で、あるが、実際に使われている言語表

現であることには変わりはない。本研究では、 7種 25冊の教科書全体から 24

の口語英文法類型項目しか特定されず、学習者は教室でオーセンティックな

英語の形態の半分も習う機会がないことが判明した。

5 .教科書に今後記載すべき口語英文法 20項目

本研究で記載例が皆無またはし 2例しかなく、英語母語話者の間での使

用頻度が高く、また自然で、有用性が高く、円滑なコミュニケーションと細

かなニュアンスの伝達に不可欠な、教育的にも対人的にも発信しても問題が

起きる心配がない、検定教科書や一般英語学習書に是非今後記載すべき 20項

目を厳選し表 10にまとめた。
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表 9 記載例が皆無であった口語英文法類型例

5-1.命令文における be動詞省略 (CEG5)

口語では、 Careful./Quiet!など be動詞の命令文でbeが省略されて、形容

詞だけを使うことが非常に多いが、今回の調査では一例も記載がなかった。

命令文でbe動詞が省略されるのは、注意を喚起したり、静まらせるなど、急、

を要する場面で起きることが多く、形容詞だけで誤解なく通じるためである

と思われる。
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表 10 口語での使用頻度が高〈教科書に今後記載すべき口語英文法類型 20項目

El'equent Use'QIget 

P出金 T~nse ，for:'"Perfect 
--一一戸ーーー一一一
PostP出盟主
:te郵政由印刷R

PosふwlÍIcWo吋In~érroga伽

P号明い刑

5-2.不定詞の省略 (CEG9)

YOU better go now. 

‘cause I cuz Ic05 

waun3 I gonDa I gottn 

J~l章特名詞縄入ぅ I Don可刊udo曲乱 /Nowy叩伊 bo岨 e.

注意焼起語句 I Guess wbat? / You know wbat? 

反感語句

談話標識

付加詞

-'ve [-匂got(to)

群耳国詞.ft

意思伝達方略

j口語語主主

get，多用

完T過去形代用

後置

左方転位

後遺疑問詩文

並列領令"

N 0 way! I Oh， really? 

yOU }，由ow1I mean 

同国et凶哩 [tbings/山ffJIike that / huh? /町 what?

l've got to go. / You got the moneyヲ

T.l日 alook at the photo. 

HOW C3n J get白白川E自sbzoo? 

a bunch of / a Iitt¥e bit / you guIys/How 印皿e?

Do you get it? 11冨otit.

Dlid you ever see it? I 1 never "went back. 

He's 印 nung，1 tbink. J She's rich， 1 guess 

M:y father， he腎刷Ildn'tsay that. 

Y'ou went to Taiwan and ate whnt? 

I wassc町 ed.Ir3n a可ay./lra週間町・ Iwas蜘 red

日常の会話では英語の母語話者は、1'11go check it.のようにIgo / come十

原型動詞」のパターンでの不定詞の toを省略して話すことが多い。ただし、

1'11 go and check it.の接続詞 andを省略した結果、二つの原型動詞が隣接

したと解釈することも可能で、ある。綿貫&ピーターセン (2006)は、 toを省

略するか否かは、リズムの関係もあると指摘しているが、過去時制ではこの

省略は起きないことを学習者に教える必要がある:例) * 1 went get him. 

複数の英語母語話者への聞き取り調査や洋画と TVドラマの台詞のデー

タベースサイトである SUBZIN(http://www.subzin.com)での検索の結果

から goto check (48作品中 49使用例)や goand check (369作品中 409

使用例)よりも gocheck (1，176作品中 1，371使用例)のほうが口語で、はは

るかに使用頻度が高いことがわかるが、今回の調査では一例も記載がなかっ

た。
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5-3. have/hadの省略 (CEG12)

現在完了形で使われる haveは、口語では You (have) gone to sleep under 

there? (Bird on a Wire， 1990)のように省略されることがある。 hadの省

略は had betterのフレーズで起きることが多く、同様の聞き取り調査と

SUBZINでの Youhad better go. (34作品中 35使用例)と You better go. 

(732作品中 823使用例)および1had better go. (15作品中 15使用例)と I

better go. (504作品中 544使用例)の検索結果から You had better 一.よ

りも Youbetter のほうが口語でははるかに使用頻度が高いことがわか

るO いずれの省略も今回の調査では一例も確認できなかったが、構文として

よりも You better go now.のような定型表現として語業項目として紹介し、

対話文に盛り込むべきである。

5-4.略語 (CEG14) 

英語では、単語の短縮はU.S.A.のような頭字語 (acronym)の場合が圧倒

的に多いが、日本語のように単語の一部(形態素)を落として短くする

exam / math / photo / autoなどの略語の例も若干ある。中でも、使用頻度

が高い接続詞becauseの短縮形である'causeまたはさらに短縮した cuzま

たは cos(発音は同じ/k8z/)は検定済教科書にはまったく記載がなかった。

いずれも弱音で発音される。 'causeは洋画のスクリプトや DVDの英語字幕

やテレビドラマの英語キャプションや洋楽の歌詞ではアポストロフィが省略

され、一般動詞の causeと表記上は区別が付かなくなることがある。教科書

での記載を待つまでもなく、教育の現場では、cuz/cosのように発音されてい

ても、 becauseと書かれている事実を口頭でも学習者に伝えるべきであるo

5-5.一体(相互)同化 (CEG18)

隣接する前後双方の音が互いに作用して新たな音が生まれた結果、音節の

数が減る一体同化は、日本語の「ではない」が「じゃない」と自然に変化す

るように、英語の母語話者の聞で頻繁に起きている。英語では、 wanna(ニ
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want to) / gonna (ニ goingto) / gotta (= got to) / gimme (ニ giveme) / 

hafta (= have to) / kinda (ニ kindof) / outta (= out of) / whatta (= what 

are)が会話でよく開かれる o wanna / gonna / gottaのつづりは現代の洋画

の台前や洋画の歌詞にもこのままで使用されることが多いが、 1960年代の

The Beatlesの名曲 1Want to Hold Your Handは、 wanna/WA負'd/と発音

されているにも拘わらず、曲名も歌詞も wanttoと表記されている。

5-6.人材、代名詞の挿入 (CEG19)

口語では二人称代名詞の youが命令文で動調の前に挿入されることが多

い。以下の洋画の台詞にあるように、肯定でも否定の命令文でも起きる現象

で、より相手への親しみ、または、逆に「おまえ(なんて)Jiこの野郎」に

近い非難、軽蔑、個喝を表す。

[1] Now y盟 gohome. 

[ 2 ]工盟 goto the hell. 

[3] Don't YQ旦sayyour good目byes.

(Contact， 1997) 

(Bagdad C仇 1987)

(Titanic， 1997) 

教授法の影響で命令文は「原形動謂」または iDon't+原形動詞」の形態を

取るものと刷り込まれている学習者は、表層的に第 1例文が通常の平序文で

あり、「いまお前は行く」とただ単に今後の予定など相手の行動を客観的に記

述しているとしか解釈できないだ、ろう。[3 ]については、否定命令文ではな

く、否定疑問文と捉え、 i(どうして)さよならは言わないの ?Jと逆に別れ

るように急かしていると解釈してしまうかも知れない。

否定の Don'tyou say your good-byes.のyouの挿入は比較的理解しやす

いが、肯定の Now you go home.のyouは挿入ではなく、 Now you will go 

home.のwillが省略された形態であると解釈することも可能であるかも知

れないが、 Youwill go.のような命令調で話す場合には、 willに強勢がある

はずで、省略されるとは考えにくい。また、 Begood. (元気で、ね)は、 You



平成25年度検定済新英語教科書の口語表現のオーセンティシティ検証と 5つの緊急提言 181 

will be good.とは言い換えず、 Yoube good， baby. (Eyes Wide Shut， 1999) 

と言う例から明らかなように、 youの挿入であると考えるほうが合理的であ

る。

5-7.注意喚起語句 (CEG20)

日常会話では相手の注意を惹き付けるためにさまざまな言葉が使用され

る。注意喚起語句がいかに大切であることを学習者に認識させる必要がある。

Excuse me.だけでなく、話しかける相手や状況に応じて使い分けられるフ

レーズが他にも豊富にある。本研究では、一部の教科書で Look. / Guess 

what.の記載例があったが、 You see. / See. / Y ou know. / Y ou know 

what? / Listen.など日常英会話の中で非常に使用頻度の高い項目を円滑な

対話のインターアクションを維持するためにも積極的に記載すべきである。

また、教室での教師への呼び、かけは、 Teacher.ではなく、 Sir./ Ma'am / 

Professorなどが適切であり、英語圏で旅行した際に必要な警察官への呼び

かけである Officerなども是非教えるべきである。

5-8.反応語句 (CEG21) 

聞き手が話し手の発言に無言でうなず、いたり、首を横に振ったり、驚いた

顔をしたり、さまざまな肉体的な反応を示す。本研究では、 Huh? / Gosh! / 

So what? / N 0 kidding! / Are you kidding?などの従来の教科書では記載の

なかった日常の会話では頻発する反応語句が確認された。しかし、 Oh，no! / 

Oh， dear. / Oh， really? / N 0 way! / Ooh. / Gee. / Oh， my gosh! / Oh， my 

goodness! / Oops. / Whoops. / Oh， shoot! / Yuck! / Ouch! / That (It) hurts. 

などの高い使用頻度の表現をもっと盛り込み対話者の息遣いが聞こえるよう

な生き生きとした対話文を記載すべきである。

5-9.談話標識 (CEG22)

you knowの記載が皆無、 Imeanの記載が一例であることは前述したが、
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こうした談話標識は、教科書に是非記載すべきである。テレビやネット、洋

楽や洋画で生の英語に触れる機会が多い現在の英語学習者は、来日した映画

スターや試合後のアスリートのインタビューを聞けば、 youknowがいかに

頻繁に使用されているかに気づき、学校ではまったく触れないことに疑問を

抱くであろう o また、同様に身近なフレーズである Imeanという高使用頻度

語句がわずか 1冊の教科書にしか記載されていないのは、あまりにも現実か

らの希離が甚だしい。

5-10.付加詞 (CEG23)

日本の中学校では isit? / isn't it? / are you? / aren't you? / do you? / 

don't you? / can you? / can't you?などの文法的付加詞が教えられているが、

日本語の助調のように、多彩で機能的であり、対話での意味のやりとりをス

ムーズに運ぶために不可欠である。

本研究では、もっとも使用頻度の高い付加詞のひとつである right?の5つ

の記載例が異なる教科書で確認できたが、類するものとして同様に使用頻度

の高い correct?/ okay? / huh?が付加詞として記載される例は皆無であった

(反応語句としての Huh?の記載例は複数確認された)。また、文語である and

so on / and so forth / etcの代わりに、口語で多用される somethinglike 

that / things like that / stuff like thatの3つの記載が今後強く望まれるo

5-11. -'ve [-'5] got (to) (CEG24) 

have toは口語でhavegot toで代用されるがたいていは短縮され、ノve

gottoとなり、さらに -'veが省略されgottoとなり、最終的に隣接音が一体

同化し gottaになる。一般にインフォーマルな響きがあるとされているが、口

語での使用頻度は非常に高いにも拘わらず、教科書に記載されることは皆無

である。 Jespersen(1964)は、 haveが助動詞 (auxiliaryverb)として使わ

れる頻度が増えるにつれて、本来の所有を表す意味が話者には弱く感じられ

るようになり、強化するために havegotの形が使われるようになったと解説
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している。しかし、のちに完了の意味が失われ、現在形の haveと同じく所有

を表すものと認識され、それがhavetoのほうにも使われるようになったと

いう。 Carter& McCarthy (2006) は、ー'vegot toは会話ではイギリス英語

のほうがアメリカ英語よりも約 50%使用頻度が高いと指摘している o

ト12.群動詞化 (CEG25)

口語では、 lookやrestのように名詞の形が同じ動詞は、 Let'slook atの

ように単一の動詞を用いる代わりに、 rhave[take]十a[an] +名詞」やrhave

[take]十a[an] +形容詞+名詞」の群動調の形態が使われることが多い。単

独での動詞と群動調では意味的な差異はほとんどないが、モード(語調)が

若干異なり、単独のほうがよりフォーマルである。また、表現上、動調の意

味を修飾する際に、本来副詞(句)を付けて Lookat一一closely.と表すより

も、形容詞(勾)を名調の前に付けて Takea close look at と言ったほう

が簡潔であり、また決まり文句として定着しているものが多い。今回の調査

では、“Take a look at the pictures below." (MY W AY English 

Communication 1、三省堂)の一例だけ確認できたが、今後もっと多く記載

すべきである。

5-13.意思伝達方略 (CEG29)

特定の言葉を失念したり、適切な言葉が思い浮かばず、記述したり、似た

言葉で代用する経験は、母語においても頻繁に起きる現象であり、総じて意

思伝達方略 (CommunicationStrategies)と呼ばれる。外国語のアウトプッ

トの段階で、語素的な困難さに直面した時に、何とか自分の言い表したいこ

とを相手に伝えようとして用いられる手法を Faerch& Kasper (1983)は達

成方略 (AchievementStrategies)、反対に回避 (Avoidance)したり言い始

めてから途中で破棄 (MessageAvoidance)するのを減退方略 (Reduction

Strategies)と命名した。いずれも、日常頻繁に起きる状況であるが、今回の

調査では想定されておらず、コミュニケーションの現実との請離があると言
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える。意思伝達方略は、ほとんどの教科書で扱われることはないが、教科書

で章を設けて扱うだけの有用性は十分ある。

5-14. 口語語義 (CEG30)

文語ではまず使われないインフォーマルな響きがあると母語話者が直観的

に感じるのが口語語素であるが、中でも使用頻度が高い Hey.が中学校の教

科書で初めて記載されたことは特記すべきであるo しかし、 abunch of / a 

little bit / you guysなどの高使用頻度の口語フレーズの記載が今回の調査

では皆無であった。いずれも親しい間柄でよく使用される日常会話フレーズ

として今後記載すべきである。

5-15. getの多用 (CEG31) 

getを含む動詞句(群動詞)は口語で非常によく使われており、松本 (1983)

は「英会話に強くなる秘訣は、英語のロジックを身につけることであり、そ

の第一歩は giveとgetを学ぶ、ことであるJ (p.3)と述べている。特に、 under-

standという意味での使用頻度が非常に高いが、今回の調査では、 1get it. 

(ONE WORLD English Course 2、東京書籍)と 1got it. (JOYFUL 

Communication English Basic、三友社)のニ例の記載しかなく、今後より

多くの教科書での記載が望まれる。

5-16.現在・過去完了を過去形で代用 (CEG3S)

口語では、過去の経験を現在完了の代わりに、 Didyou ever see this girl? 

CBlade Runner， 1982)や 1never went back. (Amistad， 1997)のように、

過去形に everや neverと添えて言い表すことがある。綿貫&ピーターセン

(2006)は、これはくだけた表現として、とりわけ子供の聞で使われていると

解説している。同様に、本来過去完了を使うところを、 Wedidn't get any 

morethan we竺茎E主主主Q，old man. (The Magnificent Seven， 1960)や Iknew

you' d be nice， but Adam was better than 1血型盛珪ニ (Harη;'sLaω， 2011) 
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のように単に過去形で表す乙とがある。完了形に先行して、過去形の学習時

に経験を表す用法を教え、早い時期から過去の経験を語れるように指導すべ

きである。

5-17.後置 (CEG45)

特定の内容に対する話者の推量や確信を表す 1think / 1 guess / 1 

believe / 1 suppose / 1 betなどは文頭だけでなく、挿入句として、文中、文

尾に自由に置けることを学習者に認識させる必要がある。強調したい要素が

文頭に置かれる傾向にあるため、 1thinkのような発話者の推量を表す語句が

置かれる位置が文頭に近いほど、総じて推量の度合いが高まり、結果として

断定の度合いが弱まる傾向がある。本研究では、後置は Well…about fifteen 

minutes， 1 guess. (HELLO THERE! English Conversation， Tokyo Shose-

ki)の一例のみであり、今後教科書の対話文中に積極的に含めると同時に、ど

の位置でどのようなニュアンスの違いが出るかを解説すべきである。

5-18.左方転位 (CEG4S)

口頭の会話においては、 Allthe other civilizations that you find， they 

come here? (Contact， 1997)のように、主部を言い切ってから、少しポーズ

を置いて、その主部を受ける代名詞を使って完全なセンテンスを発する左方

転位がよく使われているが、本研究での記載例は皆無であった。左方転位は、

主部が長過ぎると、主部の終わり目が不明瞭だったり、聞き手は先に話され

た部分を忘れてしまう懸念を話者が持った時に発生することが多いが、 This

guy， Flash Thompso!!， he probably deserved what happened. (Spi・derman，

2002)や Myarmy and the Khambas，血立 fightwith almost nothing. 

(Kundun， 1997) のような短い主部でも、際立たせたり、一息入れて改まっ

て話す時などにも起きることがあるo また、 Royand Rex， naturally， 1 sup-

pose生立'rein it. (Lolita， 1962)のように、隣接しない場合もある。

英語の leftdislocationという言葉は何か間違った位置に語を並べたよう
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な響きがあるとし、 Carter& McCarthy (2006)は“header"、Biberet al. 

(1999)は勺lounphrase preface"と呼称し、 Leech(2007)はdislocationと

いう用語自体が文法学者が文語に偏重し口語を軽んじている証であると述べ

ている。相手が聞き漏らさずにしっかりと聞き取ってもらうためにも有効な

用法として、教科書に記載すべきであるo

5-19.後置疑問詞文 (CEG48)

文尾に疑問詞を置いたまま質問する形式には二種類ある。ひとつは、相手

の発話をこだまのように繰り返す「エコー疑問文ニecho-questionJである:

(1) A: 1 ate sushi. B: Y ou ate what? A: 1 ate sushi. 

(2) A:羽Thatdid you eat? B:羽Thatdid 1 eat? 1 ate sushi. 

(1)の形態で質問すれば、相手の発話の途中でもタイミングよく割り込んで

不明点を解明したり確認できる合理的な形式と言える。また、 (2)は形式的に

はエコー疑問文の一種であるが、機能的には、驚きや確認のためのあいづち

であり、反応語句として分類するほうが適切である。 (2)の形態は、既に指摘

したように中学校の教科書では記載が多く、 New Crown Eng1ish Series 1 

(三省堂)では、 Lesson3の段階で早くも、 Paul:Excuse me. Where is the 

toilet? Clerk: It's under the stairs. Paul: Under the stairs? Clerk: That's 

right. (p.41)の対話にあるように使われている。

もうひとつのタイプは、以下の対話文にあるように、相手の発話を受けた

応答文で使われるのではなく、口火を切った話者のほうが語順を変えずに疑

問点の部分だけを適切な疑問詞に変える用法であり、八木 (2002)は「文末

疑問動疑問文二SFWI:sentence-final wh-word interrogativeJと呼称する

ことを提言している。

(3) A: Y ou went to Otaru and ate what? B: 1 ate sushi. 
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両者とも隣接ペアの最初の発話であろうと応答文であろうと、使われるコン

テクストが異なっても、形態そのものは同じであるので、小林 (2013)は、

総じて「後置疑問調文=PWI:post-wh-word interrogativeJと呼称すること

を提案している。この形態は、円滑な対話を促進する用法として、授業でペ

アワーク等で十分な口頭演習を行うべきである。

5-20.並列結合 (CEG50)

口語では、 becauseなどの事実の前後関係を明確に示す接続詞を用いず、

so/and/but等の節同士を緩やかに結び付ける接続詞を使うか、または接続詞

を一切使わずに淡々と節を並べる並列結合 (Parataxis)が多い。他方、論文

などの織密な論旨の展開が期待される英文では、緩やかな節開の接続は原稿

の推敵や添削の段階で、 becauseやthereforeなどの接続詞を用いて節開の

結び付きや論理関係を明示した従属結合 (Hypotaxis)の文体に書き直され、

いわゆる守|き締まった文章」に仕上げられることが多い。まとめると以下

のように整理できる:

従属接合:1 ran away because 1 was scared. 

並列接合:1 ran away， so [andJ 1 ran away. / 1 was scared. 1 ran away. / 

1 ran away. 1 was scared. 

節聞の接続に注意をする余りに、話の流れや流暢さが損なわれないように、

思い付いた発話のチャンクや節を即時にそのまま発話するように指導をする

ことも必要であるo

6 .結論

本研究では、 7種25冊の中高の教科書から 50中24の口語英文法類型項目

のみが特定され、中高生はオーセンティックな英語の形態の半分も習う機会
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がない現状が判明した。しかし、現実には、 1冊の教科書にしか記載がない

ものがあることを考慮すると、事態はより憂慮すべきである。

本研究において、語棄のレベルにおいては、What'sup?とHey.も中学校

の教科書に記載されるなど、日常英会話での使用頻度の高い定型表現の重要

性が認識されてきたようだ。しかし、 youknowやImeanほどの口語で高頻

度で使用される有用なフレーズの記載がほとんどないなど、問題点も多い。

統語のレベルでは、主部省略が比較的多く盛り込まれているなど、英語の

使用実態に近づいたものの、英語の母語話者が日常多用し、かっ記載しても

教育上問題がないと思われる後置、左方転位、後置疑問詞文、並列結合など

の有用性が教科書執筆者の聞でもっと認識され、記載されることが強く望ま

れる。

2014年度には、コミュニケーション英語IIと英語表現II、さらに 2015年度

には、コミュニケーション英語IIIが教室で使用される予定であるが、少しで

も多くの口語英文法類型項巨の記載が増えることが望まれる。そのためには、

2年後にすべての新教科書が全部揃うのを待つのではなく、本研究の結果を

現在執筆中の教科書の著者に届け、改善を求めることが学習者の利にかなう

と考える。

昭和期における、著者の世代に、 Hello.は教科書に記載されていても、 Hi.

は記載されていなかったことからも、これまで日本の英語学習者がいかに現

実の生きた英語の口語表現を学ぶ機会を逸してきたかがわかる。その結果、

市販の英会話本などの英語学習書が公的な学校の英語教育を批判する形で実

用性とオーセンティシティをアピーノレし、出版されてきた事実も納得できる。

最後に、これまでは、口語英語の特徴が伝統的な文法項目との関連で整理

され提示されたことが少なし口語表現のオーセンティシティを検証する談

話分析ツールがなかったが、口語英文法類型フレームワークを活用すること

で、今後特定の教科書や教材、またはその他のテクストのオーセンティシティ

の測定が可能になると期待され、教科書の適正化への一助となると信じてい

る。



平成25年度検定済新英語教科書の口語表現のオーセンティシティ検証と 5つの緊急提言 189 

7.教科書適正化へ向けた 5つの提言

筆者は、過去 20年余り、日本の大学の英語教科書と一般向けの英語学習書

の執筆を手掛けてきた経験上、教材の作成の過程や出版社とのやりとりや読

者の指摘に対して対応するなど、教材作りの現場に関与してきたが、中高の

英語教科書を執筆したことがない。ゆえに、現行の検定教科書の問題点につ

いて、部外者の立場から、問題を指摘したいが指摘する機会のない現場の教

員を代弁する意味も含めて、教科書の適正化へ向けて以下の 5点の緊急提言

させていただきたい。

提言教科書として教育的目的のために事実を捻じ曲げてはならない

教科書作りは、その構成も大切であるが、何よりも記載する英文の選択が

最初の課題であり、いかに適切な素材を選び記載するか、または執筆するの

か慎重な判断が求められる。それには語桑統語レベルや内容やタスクの選択

などの教授法上の考慮だけでなく、英文のオーセンティシティも考慮しなく

てはならない。散文やエッセイと異なり、対話文で使用される発話について

は、レジスターや使用頻度などの現実の英語の実態を正確に反映したもので

なければならない。教育的配慮、を重んじ過ぎるばかりに、口語英文法を軽ん

じ、学習者の理解のしやすさや、教えやすきを重視するあまり、過度に単純

化し、現実との整合性に欠ける言語材料や解説・指導をするのは適切ではな

い。代わりに、よりオーセンティックな日常会話表現や文法構造を体系的に

教科書に盛り込み、指導すべきである。口語英語に関して、教科書の英語と

現実との議離性が明らかになった今、次なる課題は、乗離の原因を解明し、

改善に向けて働きかけることが筆者の使命である。

提言 2 執筆者全員が口語英文法を理解する

高い使用頻度で、教育上問題がないと思われる多くの口語フレーズの記載

がない理由の最大たるものは、文科省検定教科書の執筆者(現役の中学、高
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校、大学教員、英語母語話者)の間で口語英語の実態に関する正確な知識が

十分共有されていないことが原因であると考えられる。教科書の本質上、上

品でどこで、使っても誤解を招くことがない、教養ある言語材料を厳選するこ

とは当然である。しかし、教育的適正に合致した日常の会話の中で多用され

るHowcome?や左方転位など語葉、構文、談話構造の大半が学習者が学習

の機会を逸していることは、極めて不適切である。

ネット等を通じてオーセンティックな英語に簡単に接することが可能に

なっている現在において、教室で教えられる英語と現実の英語が議離してい

る事実を学習者が目の当たりにすれば、学校の授業そのものに対する信頼と

期待を失い、学習のモチペーションにも悪影響が出るだろう，-学校や塾で受

験英語、英会話学校で生の英語」のような歪な図式をこのまま放置しておい

てはならない。

ゆえに、口語英文法に精通した言語学者を教科書執筆者の代表とし、現在

の英語の実態を正確に把握し、それを教材に反映させるための研究会や勉強

会を行い、口語英文法の知識を完全に共有することが望ましい。さらに、コー

パス言語学に精通し、高度の英語の運用能力を有し、英語圏での生活や滞在

経験があり、教科書で設定される対話場面などを実際に自ら経験したことが

あるなどの諸条件を満たした人物を執筆の全員またはある一定の割合で含め

ることを検定の条件に加えるべきである。

提言 3 現場の教員からのフィードパックを重視する

教科書は、その内容や使いやすさなど、実際に現場で何度もその教科書を

使用した現場の教員からのフィードノてックを尊重し改善を繰り返すことが何

よりも必要で、ある。一般の英語学習書であれば、使用中に不満があれば使用

をやめれば済むが、教科書は学期途中で不備が見つかって、出版社に現場の

教員が連絡して確認が取れても、全国の教員の聞で即時に共有されるとは限

らない。次の改訂まで待っか、その取扱いを出版社の誠意に任せるしかない。

ALTから不自然な表現の指摘があれば、現場の教員は出版社に直接メール
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または電話で問い合わせ、出版社は担当の執筆者に即時連絡し、事実の確認

を行うべきである。できれば、教科書を日々使用している現場の中高の教員

が執筆者に直接メール等で問い合わせる仕組み、または出版社がそれを取り

次ぐサービスがあることが望ましい。

提言 4 執筆者全体の 50%を英語母語話者にする

昭和期には、数名の日本人の執筆者と共にー名の英語母語話者が英文校正

担当者として教科書に氏名が記載されることが多かったが、今回の調査では、

そのような英文校正担当者という名称はなく、英語の母語話者と思われる

ローマ字表記や氏名の一部にカタカタを含んだ執筆者が名を連ねている。ま

た、教科書によっても英語母語話者の執筆者の比率は異なり、中学校の教科

書だけであるが、以下のような執筆者の構成となっている:Sunshine 1， 2， 

3:執筆者 30名中、英語母語話者3名(10.0%)/ N ew Crown English Series 

1，2，3:執筆者 30名中、英語母語話者2名 (6.7%)/New Horizon English 

Course 1， 2， 3 :執筆者 36名中、英語母語話者4名 (11.1%)/One Wor1d 

English Course 1， 2， 3 :執筆者 17名中、英語母語話者2名 (11.8%)これ

は少ないように思われるが、実際には、日本語母語話者の執筆者がそれぞれ

身近な英語母語話者からのチェックを受けた上で担当ページを持ち寄って執

筆する場合もある、しかし、それではオーセンティシティの検証としては不

十分であると言わざるを得ない。

少数の特定の地域や年齢層の英語母語話者の見解には慎重を期さなげれば

ならない。著者の英作文の英語母語話者と日本語母語話者による添削の質的

量的違いに関する実証研究 (Kobayashi，1992)でも、母語話者間での見解の

違いが相当大きいことが判明している。しかし、特定の日常会話のフレーズ

の使い方や日常での使用頻度に関しては、大きく意見が分かれることが多い

(小林&クランキー、 2009参照)。ゆえに、単に、英語母語話者を執筆者の一

人に形式的に母語話者を羅列するのではなく、性別と年齢層が異なるアメリ

カ人、カナダ人、オーストラリア人、イギリス人をそれぞれ複数執筆者また
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英文校正担当者として入れることを検定合格の条件として定めるべきであ

る。

特定の地域や学校で使用する教科書と異なり、全国で一定の期間使用され

る教科書の影響はあまりにも大きいので、出版社と執筆者のチーフは、執筆

者の選抜には各人の業績や英語力も十分考慮した上で行っていただきたい。

提言 5 口語英文法の研究や教科書分析を活性化する

文科省は、英語の教科書に記載される口語体の英文のオーセンティシティ

の重要性を認識し、各教科書の特徴や採用実績、さらに現場の教員の評判、

さらに実証研究の結果などを積極的に公表し、さらに現場の教員や言語学、

応用言語、英語教育学、等の専門家による調査や研究を促進するために、科

研費の重点研究項目として認定すべきである。

これまでの語棄表現に関する研究は、 JACET8000(2013)など個々の単語

の使用頻度やレベル分けに関するものは多くあるが、熟語や定型表現に関す

るものは少ない。そのため、現場の教員は haveや opportunityのような特定

の語が中学か高校のレベルであるかは判断できるが、What'sgoing on?や

How come?をどの時期に教えるのが適切であるか判断に苦しむ。

多くの英語教育関係者が、教科書の英文表現のオーセンティシティにもっ

と目を向け、研究を進めることで、教科書執筆者と出版社に緊張感が生まれ、

いまある教科書聞での競争を高め、淘汰を促進し、教科書としての体裁だけ

でなく、記載された口語表現のオーセンティシティが信頼できる教科書だけ

を検定に合格させる必要がある。

以上の提言が即時実行され、日本の英語学習者のみならず世界中の英語学

習者がオーセンティックな口語英語を学ぶ、機会を逸するようなことが、これ

以上続かないことを願う。英語学習者が、洋楽、洋画、メディアや個人の口

頭の直接対話、メーノレ、ツイッター、ブログ、フェイスブック、スカイプな

どのカジュアJレ場面での英語でのコミュニケーションを行った際に教科書と
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の議離に気付き、戸惑うことがないように、そして教室の英語の信頼を失わ

ないように、教育上問題がない限り、使用頻度が高く、機能的で有用性が高

い日常の語黍構文談話的特徴を少しでも多く記載することが望まれる。その

前提として、最終的なチェック機関としての文科省の教科書検定官自身が口

語英文法の知識を有していることが大前提である。また、 2020年の東京オリ

ンピック開催を控え、巷にあふれ、通りや宿泊施設等で野ざらし状態の文法

ミス(例:Don't S砂μrs.一東京都内ビジネスホテル客室)などの不適切な英

語表記の管理責任を含め、日本の英語教育の最終責任者は日本国政府文部科

学省であることは自明の公である O

英文引用文献

Biber， D.， S. Johansson， G. Leech， S. Conrad & E. Finegan. (1999). Longlηan 
Gmm111ar 01 Spoken and Written English. London: Longman. 

Carter， R. & M. McCarthy. (2006). A C0111prehensive Guide: Spoken and Written 
English GI匂1n111arand Usage. Cambridge: Cambr・idgeUniversity Press. 

Cullen， R. & 1. Kuo. (2007). Spoken grammar and EL T course materials: a 
missing link? TESOL Quarter，仇 41(2)，361-386. 

Faerch， C and G. Kasper. (1983). Plans and strategies in foreign languag巴
communication. In Faerch and Kasper (eds.)， Strategies in Interlang仰 tJe
C0111111unication， 21-60. London: Longman. 

Harmer，]. (1991). The Practice 01 English Language Teaching: Nω Edition. 
London: Longman 

Jespersen， O. (1964). Essentials 01 English Gra111111ar. Alabama: The University 
of Alabama Press. 

Kobayashi， T. (2008)目 Givingshape to pedagogically downgraded spoken English 
grammar through quantitative representation. Otaru University 01 C0111111erce， 

The Revieω 01 Liberal Arts， 115， 99-132. 
Kobayashi， T. (1992). Native and nonnative reactions to ESL compositions. 

TESOL Quarterly， 26(1)， 81-112. 
Kochi， N. (2013). The treatment of the contact-clause as an index to changing 
trends in grammar teaching reflected in junior high school English textbooks 
in Japan東京大学大学院総合文化研究科言語情報科学専攻言語情報科学 11，
123-139 

Leech， G. (1998). Language learning and computers English grammar in conver-
sation. Retrieved November 4， 2007， from http://www.tuchemnitz.de/phil/ 
english/ chairs/linguist/ realindependent/llc/ Conference1998 /P a pers/Leech/ 



194 人文研究第 126 輯

Leech.htm 
Longman Dictionmツ01American English. (1983). London: Longman. 
Morrow， K. (1977). Authentic texts in ESP. In S. Holden (Ed.)， English 101' 
Specifi目cPUr.ρoses. London: Modern English Publishers. 

Nunan， D. (1993)目 lntroducingDiscourse Analysis. London: The Penguin Group. 
Porter， D. & J. Roberts. (1981). Authentic listening activities' in Michael H. Long 

& J ack C. Richards (eds.)， Methodology in TESOL-A Book 01 Readings. 
Newbury House， 177-187. 

Richards， J. & R. Schmidt. (2002). Longman Dictionary 01 Language Teachiηg& 
A伸liedLinguistics: 3rd Edition. London: Longman. 

Swan， M. (2005). Practical English Usage: 3rd Edition. Oxford: Oxford Univ巴r-
sity Press. 

Wada， J & H. Sasaki (2012). An analysis of junior high school textbooks of 
English in terms of rhetorical organization.中部地区英語教育学会紀要(41)，
139-146. 

Wilkins， A. (1976). Notional Syllabuses. Oxford: Oxford University Press. 

和文引用文献

安達励人&長谷川勝一(2001)r英語の授業で使う映画選択のためのー尺度:高校英

語教科書から見た語裳レベルの利用について」映画英語教育学会映画英語教育研
究第6号、 3-17.

石川有香 (2004) r各種ガイドラインおよび、高校英語教科書に見る敬称の問題」神戸

女学院大学女性学評論 18号、 39-57.
井出裕美(2011)r英語教育法(3)日本の英語教育:その原点:明治初期 英語検定教

科書以前の教科書の分析と検討」太成学院大学紀要 13号、 9-19.

印田佐知子(2012)r中学英語教科書における異文化コミュニケーション能力育成の

課題:執筆者への聞き取り調査に基づく」聖学院大学総合研究所紀要 48号、

257-293. 

牛江一裕 (2013) r中学校英語教科書における文法記述と語葉導入の問題点:Sun-
shine English Courseの場合」埼玉大学紀要 62号(1)、 175-190.

江利川春雄 (2012) r会話中心で英語学力が低下(英語教科書を考える)J中央教育
研究所教科書フォーラム:中研紀要 10号、 68-70.

大津美穂子 (2010) r文科省検定英語教科書における題材の練習問題に関する研究

中学校英語教育を中心に」桜美林大学言語教育研究創刊号、 43-53.
大東真理 (2003) r新学習指導要領に基づく中学校英語教科書について」大東文化大

学語学教育研究論叢 20号、 139-158.

岡野哲、吉田翠、早坂慶子、尾田智彦、小林敏彦 (2000) r高等学校用「オーラル・

コミュニケーションAJ教科書におげる依頼表現の特徴 談話分析の視点、か

ら」北海学園大学学園論集第 103号、 35-75.

金田尚子(2005)r日本の中学校英語教科書にみる異文化理解:題材の観点、からの教



平成25年度検定済新英語教科書の口語表現のオーセンティシティ検証と 5つの緊急提言 195 

科書分析」龍谷大学英語英米文学研究 33号、 129-149.
鹿野敬文 (2000)r高校英語教科書における人権・差別問題の扱い方の特徴」日本教
科教育学会誌 23号(2)、65-74.

鹿野敬文 (2002)r日本の高校英語教科書における地球環境問題の扱い方」日本教科
教育学会誌 25号(1)、71-80.

杉浦千早 (2005)r高校英語教科書語棄リストの作成と使用語棄の検討」外国語教育

メディア学会 LanguageEducation & Technology 39号、 117-136.
鈴木卓 (2005)r中学校英語教科書におけるジエンダー・バイアス:機能文法を用い

た分析」ブェリス女学院大学文学部紀要 40号、 19-28.
小林敏彦&クランキー、 S.M.(2009) W日本語から引けるネイティヴがよく使う英会

話表現ランキング』東京:語研
小林敏彦 (2009) W洋画の談話に見られる口語文法の構築と類型化』小樽商科大学人

文研究第 118号、 99-114.
小林敏彦(2010)Wすべての英語教師・学習者に知ってもらいたい口語英文法の実態』
小樽:小樽商科大学出版会

小林敏彦 (2013) W図解 50の法則口語英文法入門』名古屋:ブォーイン・スクリー

ンプレイ事業部
島田洋子 (2005) r新しい中学英語教科書の描く男性像」京都学園大学人間文化学会

紀要 16号、 19-20.
大学英語教育学会基本語改訂委員会 (2003) W大学英語教育学会基本語リスト

JACET List of 8000 Basic Words~ 東京:大学英語教育学会
大東真理 (2003)r新学習指導要領に基づく中学校英語教科書について」大東文化大

学語学教育研究論叢 20号、 139-158.
田川憲二郎 (2008)rbe動詞の誤用と初学時の導入順序J 神田外語大学 Scientific
Approaches to Language 7、269-288.

橘広司 (2010)r日本人における「苗字の重視」と英語教科書に見る呼称の問題」桜

美林大学言語教育研究創刊号、 67-78.
中保清美、長谷川修治、古森智大、西垣知佳子(2007)r1980年代と 2000年代の高

校英語教科書語棄の比較分析(小中高大を見通した大学英語教育一一一貫したカ

リキュラムを求めて)JJACET全国大会要綱 46号、 186-187.
ハリデ一、 M.A.K.(2001) W機能文法概説~ (山口登・箆喜雄訳)東京:くろしお出

版

松本道弘 (1983) wGIVE GET辞典』東京:朝日出版社

文部科学省中学校学習指導要領解説外国語編・英語編 (2009)
文部科学省高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編 (2009)
横山幸一 (2012)rコミュニケーション英語 1 文部科学省検定済新英語教科書案

内」群馬高専研究第 31号、 31-42.
吉野康子(2009)r高校英語教科書における言語の使用場面の扱い 学習指導要綱

(外国語)を中心に」実践女子大学 FLCジャーナル 4号、 49-64.
八木克正 (2002)r口語英語の文法特徴:LKLCorpusを使って(l)J関西学院大学言
語と文化二語言与文化 5号、 1-16.

山田雄一郎 (2004)r中学校英語教科書の分析と批判」広島修道大論集人文編 45号
(1)、 149-203.

綿貫陽&M・ピーターセン(2006)W表現のための実践ロイヤル英文法』東京:旺文社



196 人文研究第 126 輯

参考サイト

English Language & Usage 
http://english.stackexchange.com/ questions/79666/take-a-look-at-vs-look -at 

SIBZIN 
http://www.subzin.com/ 



平成25年度検定済新英語教科書の口語表現のオーセンティシティ検証と 5つの緊急提言 197 

付録 1 平成 25年度新カリキュラムの概要

中学校学習指導要領解説外国語編英語編 2

第 9節外国語

第 2 各言語の目標及び内容等

英語

2 内容 (p.92-p.93)

(1) 言語活動

英語を理解し、英語で表現できる実践的な運用能力を養うため、次の言語活動を 3学年開通して行わせる。

ア 聞くこと 主として次の事項について指導する。

tア〉強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく開き取ることo

(1) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を開いて、情報を正確に聞き取ること。

(材質問や依頼などを潤いて適切に応じること。

判話し手に聞き返すなどして内容を確認しながら理解すること。

同 まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。

イ 話すこと 主として次の事項について指導する o

(7) 強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音するとと。

付) 自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。

(ゥ) 聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどすること。

帥 つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。

(劫与えられたテーマについて簡単なスピーチをする乙と。

ウ読むこと 主として次の事項について指導する。

(7)文字や符号を識別し、正しく読むこと。

付)書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように音読すること。

(坊物語のあらすじゃ説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。

ドj伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じること。

付)話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができる

ょう、書かれた内容や考え方などをとらえるとと。

エ書くこと 主として次の事項について指導する。

的文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くことo

(イ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。

(ウ) 開いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなどするとと。

伸身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考えや気持ちなどを書く乙と。

(刻 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書く

こと。

3 指導計画の作成と内容の取扱い (p.98)

。)教材は、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を総合的に育成する

ため、実際の言語の使用場面や言語の働きに十分配慮したものを取り上げるものとする。その際、英語

を使用している人々を中心とする世界の人々及び日本人の日常生活、風俗習慣、物語、地理、歴史、伝

統文化や自然科学などに関するものの中から、生徒の発達の段階及び興味・関心に即して適切な題材を

変化をもたせて取り上げるものとし、次の観点に配慮する必要がある。

ア 多様なものの見方や考え方を理解し、公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立つこと。

イ 外国や我が国の生活や文化についての理解を深めるとともに、言語や文化に対する関心を高め、とれら

を尊重する態度を育てるのに役立つこと。

ウ 広い視野から函際理解を深め、震際社会に生きる日本人としての自覚を高めるとともに、国際協調の精

神を養うのに役立つこと o
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付録 2 平成 25年度新カリキュラムの概要

高等学校学習指導要領解説外国語編英語編

四つの領域の言語活動の統合を図るとともに、発信カの向上や、中学校との円滑な接続を図る観点から、科

目の構成及び内容等を次のように改善する。 (p.3-4)

(ア') rコミュニケーション英語基礎」は、身近な場面や題材に関する内容を扱い、日常的な事柄についてコミュ

ニケ←ションを図る活動等を行うことを通して 4技能を総合的に育成する乙とにより、高等学校での学

習に円滑に移行させることをねらいとして内容を構成する o

(イ) rコミュニケ←ション英語 1Jは、 4技能を総合的に育成することをねらいとして内容を構成し、統合的

な活動が行われるようにするとともに、そうした活動に適した題材や内容を扱うこととする。その際、

例えば、社会科や理科など他教科で学習する内容、自国や郷土の風俗・習慣、歴史、その他の様々な伝

統や文化に関する内容、発明や発見などの科学技術や自然に関する内容、異文化コミュニケーションに

関する内容等、コミュニケーションへの関心・意欲・態度の育成にも資する題材や内容を選択的に取り

上げ、体系立てて扱うものとする。

り，) rコミュニケーション英語IIJは、「コミュニケ←ション英語 IJの基礎の上に、総合的な英語力の向上

を図る指導を行うことをねらいとして内容を構成する。

判 「コミュニケーション英語IJlJは、「コミュニケーション英語 1J及び「コミュニケーション英語IlJの

基礎の上に、総合的な英語力の向上を図る指導を行うととをねらいとして内容を構成する。

(劫 「英語会話」は、身近な場面や題材に関する内容を扱い、音声を中心にコミュニケーションを図る活動等

を行うことを適して、必要な情報や考えを聞いたり、話したりすることができる力の向上を図るような

指導を行うことをねらいとして内容を構成する。

(i:J) r英語表現 1Jは、基本的な言語規則に基づいて、様々な場面に応じて適切に言語すことや書くことができ

るようにし、あわせて論理的思考力や批判的思考力を養うことをねらいとして内容を構成する。

件) r英語表現IIJは、スピーチやプレゼンテーション、ディスカッション、ディベートなど高度なコミュニ

ケーションを行うことができるようにすることや複雑な文構造を用いて正確に内容的なまとまりのある

多様な文章が書けるようにすること、あわせて論理的思考力や批判的思考力を養うととをねらい正して

内容を構成する。

(ク) 言語活動、言語材料、教材、指導上の工夫及び配慮事項については、各科目のねらいに配慮しつつ、中

学校と同様の趣旨で改善を図る。また、 ICTなどを指導上有効に活用することに配慮する。

例 コミュニケ」ション英語 I・Il・取は、それぞれの科目において扱う題材や内容、言語材料の難易度に

よって分類したものであることから、「コミュニケーション英語IIJは、「コミュニケーション英語 1J 

を履修した後に、「コミュニケーション英語IJlJは「コミュニケーション英語IIJを履修した後に、履修

させるようにする。
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付録 4 談話標識

Discourse Markers by Swan (2005) 
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